
タ
カ

子
蕗
相
繕
い
で
藩
に
仕
へ
る
。
川
部
制
出
に
高
桑
備
後
の
館
祉
の
あ
る
こ
と
や
・
載
せ
一
は
、
越
申
立
山
の
砦
併
寺
・
芦
排
寺
と
同
じ
〈
グ
ラ
一
松
三
郎
の
遁
跡
を
受
け
、
サ
四
日
近
江
長
讃
瞬
に
於

タ
カ
ギ
ス
ケ
ヒ
ラ
高
木
繍
卒
遁
穣
卒
左
衛
門
。
一
る
。
越
管
賀
三
州
志
に
は
、
実
正
八
年
間
三
且
柴
田
一
と
訓
じ
、
高
倉
叉
は
高
座
と
も
書
き
、
白
山
本
宮
に
一
い
て
殺
害
せ
ら
れ
た
。

湯
浅
穏
腐
の
服
忌
患
の
高
弟
で
、
嘉
永
ご
年
限
忌
日
一
勝
家
等
の
加
賀
に
討
入
っ
た
時
、
制
出
の
高
桑
備
後
一
在
る
大
永
七
年
の
託
宣
記
に
は
、
『
白
山
九
厨

J

小
静
ア
タ
ガ
ヂ
ン
ポ
ウ
多
賀
元
方
字
は
直
卿
、
鵬
誤

敏

類

表

を

著

し

た

。

一

が

降

っ

た

こ

と

や

・

程

し

、

そ

の

註

に

、

突

E
四
年
八
一
高
倉
、
能
菅
.
鈴
ノ
ミ
サ
キ
』
と
も
あ
っ
て
、
寺
家
の
一
と
観
し
、
も
と
小
松
の
人
で
、
前
回
古
田
徳
の
時
召
さ

タ
カ
ギ
マ
ゴ
ス
ケ
高
木
隷
助
初
め
穴
組
御
歩
一
周
ご
日
加
州
の
賊
将
か
ら
下
関
刑
蔀
卿
法
限
に
典
へ
一
高
座
宮
卸
ち
高
倉
彦
前
祉
の
こ
と
で
あ
る
。
一
れ
て
侍
留
と
な
っ
た
。
元
方
侯
に
従
う
て
東
都
に
在

か
ら
出
で
、
新
知
百
石
を
受
け
て
組
外
に
列
し
、
=
二
た
訴
獄
中
に
高
桑
源
左
衛
門
が
見
え
る
が
、
備
後
は
一
タ
カ
タ
ヲ
ゴ
ウ
高
議
郷
丹
後
凶
九
悦
戸
支
珠
一
る
の
目
、
持
を
石
島
筑
波
に
皐
び
、
叉
物
但
傑
・
太

十
人
頭
に
任
じ
、
文
政
九
年
残
し
た
。
子
孫
相
錨
い
一
そ
の
践
人
で
あ
ら
う
。
後
に
糊
出
の
畑
中
に
館
と
い
一
堂
実
情
山
知
恩
寺
の
貨
物
目
録
に
、
『
牛
，
玉
、
寄
鑑
一
一
宰
春
援
に
就
い
て
往
を
競
う
た
。

で
務
に
仕
へ
る
0

・
一
ふ
腕
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
術
後
の
館
跡
で
あ
る
と
億
一
宇
一
能
鷺
洲
鈴
郡
三
崎
商
務
郷
久
分
山
増
上
房
安
清
』
一
タ
カ
ザ
カ
高
坂
河
北
郡
弁
上
庄
に
鴎
す
る
郎

タ
カ
ギ
モ
日
高
木
森
路
島
郡
矢
田
の
内
の
小
一
へ
る
。
備
後
の
子
五
郎
は
澗
拍
郡
森
下
に
逃
れ
、
染
一
と
寵
す
る
。
=
一
崎
高
臓
郷
久
分
山
増
上
房
は
三
崎
郷
一
一
帯
、
。

字

。

一

工

を

業

と

し

た

が

、

割

出

で

館

宇

・

有

し

た

か

ら

館

紺

一

高

座

金

分

宮

増

長

房

な

ど

の

設

で

あ

ら

う

。

一

タ

カ

ザ

カ

高

坂

能

美

郡

板

諮

郷

に

臨

す

る

部

タ
カ
タ
ハ
キ
ン
ス
イ
高
桑
錦
水
鳳
至
郡
輪
島
一
屋
と
呼
ば
れ
た
と
あ
る
。
一
タ
カ
ク
ラ
ジ
ン
タ
ヤ
高
倉
紳
枇
珠
洲
郡
田
県
脇
一
一
語
。

の
蜜
家
。
一
説
松
滞
。
名
を
奥
共
と
稽
し
、
交
政
前
一
タ
カ
ク
ハ
-
7
ン
ヨ
ウ
高
桑
闇
更
金
棒
の
俳
人
。
一
に
在
る
o
式
内
等
萄
祉
記
に
、
『
高
倉
跡
位
。
木
邸
郷
一
タ
カ
ザ
キ
ア
ン
ナ
ン
高
崎
安
南
前
回
利
長
の

後
を
殿
博
と
し
た
。
一
爵
は
正
保
。
屋
鋭
は
釣
酒
屋
、
遡
稽
不
待
。
初
観
閲
一
民
協
村
銀
座
。
稽
=
高
倉
櫨
現
二
倍
停
去
。
申
古
勘
二
御
茶
堂
で
百
六
十
石
を
領
し
、
寛
永
九
年
夜
。
次
代

タ
カ
タ
ハ
ゲ
ン
シ
ュ
ン
高
桑
玄
審
元
隊
十
六
一
阜
、
一
蹴
字
化
坊
。
初
め
俳
諮
を
希
図
に
感
び
、
李
一
諦
三
崎
高
倉
彦
跡
之
跡
簸
-
也
。
』
と
あ
る
。
一
宇
九
郎
の
時
に
家
断
絶
し
た
。

年
務
障
と
し
て
召
出
さ
れ
、
百
五
十
石
を
領
し
、
享
一
桃
亭
・
狐
狸
窟
叉
は
ご
夜
庵
を
建
て
、
隣
国
識
の
傍
俳
一
タ
カ
タ
ラ
ノ
S
ヤ

高

窟

宮

J
ス
ズ
ジ
y
ジ
ヤ
一
タ
カ
サ
キ
ハ
ン
ク
ロ
・
ワ
高
崎
竿
九
郎
寛
永
九

保
九
年
夜
し
た
。
子
孫
E
慌
・
春
慌
相
織
ぎ
、
玄
春
一
想
を
練
っ
た
が
、
迭
に
江
戸
に
出
て
こ
夜
賂
脅
再
興
一
須
須
跡
枇
。
一
一
年
組
突
安
南
の
越
知
百
六
十
石
を
製
ぎ
、
定
番
御
馬

遜
考
の
時
明
和
四
年
出
奔
し
た
。
一
し
、
夏
に
天
明
の
初
京
都
に
移
っ
て
双
林
寺
中
南
無
一
タ
カ
タ
ラ
ヒ
ヨ
ジ
ン
ジ
ヤ
高
倉
彦
紳
批

J
ス
一
廻
に
擁
し
た
が
、
元
線
三
年
七
周
九
日
深
奨
右
京
に

タ
カ
タ
ハ
ゴ
ヘ
Z

高
桑
軍
兵
衛
大
型
寺
侯
前
一
庵
に
住
す
る
に
及
び
名
聾
大
に
顕
れ
た
。
南
無
賂
の
一
ズ
ジ

y
ジ
ヤ
須
須
制
祉
公
一
〉
。
一
御
預
と
な
り
、
入
居
サ
一
日
越
中
京
ケ
山
に
読
さ
れ
、

田
利
明
に
仕
へ
て
、
最
も
馬
術
に
長
じ
、
ご
百
石
を
一
側
の
小
堂
に
許
六
の
刻
ん
だ
芭
蕉
の
像
を
安
置
し
て
一
タ
カ
タ
ラ
ヒ
2
Mジ
ン
タ
ヤ
高
倉
彦
締
結
珠
洲
一
十
四
年
一
乱
用
配
所
で
夜
し
た
。
宇
九
郎
は
、
定
番
御

受
け
、
後
前
回
綱
紀
に
屈
し
て
五
十
石
を
加
へ
、
元
一
あ
っ
た
の
で
、
叉
芭
蕪
蛍
と
も
い
ひ
、
門
下
に
籍
を
一
部
蛸
島
に
鎮
座
す
る
o
寛
交
の
頃
闘
機
に
握
っ
て
、
一
馬
廻
百
二
十
石
青
木
治
太
夫
・
同
百
石
安
見
奥
八
郎
・

緑
四
年
残
し
た
。
子
採
相
縫
い
で
務
に
仕
へ
る
。
一
列
す
る
者
千
を
超
え
、
寛
政
五
年
二
周
三
傑
家
か
ら
一
そ
の
後
公
簿
に
菅
録
せ
ら
れ
ず
、
明
治
四
年
前
赴
に
一
同
百
石
油
田
侍
十
郎
と
共
に
、
遊
女
を
集
め
置
い
て

タ
カ
ク
ハ
シ
ョ
ウ
Z
号
ン
高
桑
縛
右
衛
門
初
一
花
之
本
の
践
を
許
さ
れ
、
十
年
五
周
三
日
七
十
三
歳
一
列
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
ふ
。
一
不
法
の
事
が
あ
っ
た
罪
に
図
る
も
の
で
、
他
の
三
人

め
御
算
用
者
で
年
寄
申
席
執
筆
よ
り
出
で
、
小
頭
並
一
を
以
て
夜
し
、
高
謹
寺
の
塔
頭
用
提
院
に
務
ら
れ
た
。
一
タ
カ
タ
ラ
ヤ
マ
高
倉
山
石
川
郡
木
滑
に
在
る
。
一
も
亦
五
ケ
山
に
枕
さ
れ
た
。

に
諮
ん
で
新
知
六
十
石
を
領
し
、
後
三
十
石
を
増
す
一
そ
の
著
に
花
の
故
事
・
俳
諮
有
の
健
・
務
紫
考
・
俳
譜
一
高
さ
九
ご
ご
米
。
地
質
石
英
粗
商
岩
。
菅
.
路
木
滑
か
一
タ
カ
ザ
キ
モ
ト
カ
タ
高
崎
閏
賢
週
梅
小
源
太
・

こ
と
爾
次
に
し
て
組
外
に
列
し
、
文
政
三
年
夜
。
子
一
世
歳
・
芭
孫
澗
息
集
・
綴
七
部
集
・
周
花
僻
等
が
あ
り
二
ら
頂
上
へ
一
粁
r

A

o

-

-

卒
左
衛
門
。
嘉
平
次
賢
正
の
養
子
と
な
b
、
寛
保
二

孫
相
襲
い
で
務
に
仕
へ
る
。
一
生
前
の
句
集
に
字
化
房
句
集
が
あ
る
。
叉
趨
怖
集
に
一
タ
カ
ク
ヲ
ヤ
マ
高
倉
山
珠
洲
郡
提
脇
の
蔀
務
一
一
年
越
知
百
髭
十
石
を
受
け
、
大
小
持
組
に
列
し
、
御

タ
カ
タ
ハ
タ
ケ
カ
ズ
高
桑
武
畿
運
穏
源
左
衛
一
は
一
周
忌
に
側
諸
前
の
有
隣
の
=
一
日
の
光
、
七
周
忌
に
一
西
方
に
あ
る
山
。
高
さ
一
一
一
一
一
米
。
一
右
筆
に
任
じ
、
天
明
去
年
五
十
石
を
加
ヘ
、
寛
政
六

門
。
一
向
一
授
の
首
領
で
あ
っ
た
。
天
正
四
年
八
周
一
加
賀
の
門
人
阿
背
蔚
の
絞
梓
原
集
と
未
亡
人
得
終
尼
一
タ
ガ
ケ
ン
ザ
プ
ロ
ウ
多
賀
賢

J 
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